
1925・ 10・ 10

.は じめに

草の茎はいつか書いたことがあるようですが葉を何回もかいたので草の茎 を

書かなければ と思つて 「茎」 とい う題にしま した。植物の草や木 を考えるとき

にはわが畑に行 つて雑草を根から引き抜いてきて その車の全体をながめます。

ォオバコ・ タンポポの若い株がちいさな株 を出 してきています。イヌタデ もい

つぱい生えてきています。わが畑のわきの仙台鉄道の線路あとは ミゾソバが生

えています。そんな野草を 1本ねっこまで引き抜いてきて机の上において「茎」

とは と考えています。

2。 「くき」つて どんなもの

私が冨谷小学校で 4年生を受け持つていたきの授業で

「くきJつ て どんなもの と 聞いたところ

の

・ 根の上についてい るもの

。業や花がついているもの

。くきは下が太 くて上が細い

・ 葉 よ りみ どりが少ない。

・ 葉 つぱがついてい るもの

ワくきは長 くて細い

・根 をぬか して全体 を支 えてい る。

・ 根 とくきがつながってい る。

・ 根の上に茎があつて葉や花がついている。

・ 根 と茎はあわ さっている。 ・ 根 とくきはあわ さつてい る。

・根 とくきはくつついている。  ・根 と茎は通 じあつている。

・根 とくきはつずいている。

「オオバコ」茎にさわつてみて

・ オオバ コのみきはかたかつた  。オオバコのみきはみ じかい

。オオバ コのみきはみ じかい。 ・少 しぬるぬるしている。

・ 葉っぱのついているところはやわ らかい。

・見た 日はよわそ うだがかたい。・ 太 くて硬い

・ 太 くな つてい る。 ・少 しひかつている。

。なかにす じみたいのがはいっている。

・ 葉にか くれて中味が見えない。C折 つてって丈夫そ う

・踏まれて じょうぶそ う。 ・ 平べつたい形 を してい る。

・押 して も もつぶれないほ どがん じょ うだ

3.草の体

草の体を大きく分けると 根・ 茎・ 葉 。花 。実 にな ります。

たねをつ くる仕事をのぞ くと、成長に関わる部分は 根・茎・ 葉  とい う

草や本の幹や茎はその本や草が生き延びるためにいろんなかたちで成長

ています。
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ことにな ります。

1)マ メ イネ  の発芽 を調べ るために マメ イネのたね を、 を約 20

個 くらい用意 します。

発芽 させ るために たね を皿 に入れて水 に うるか しておきます。そのたね

をテ ッシュの うえにお き皿 において水 をや り、たねを発芽 させます。発芽す る

とわか りますが たねの中にはには も うすでに 「 根」 になる部分 と  「葉

や茎」になる部分が出来ています。たねの中に入 つていた茎 にな る芽はたねの

かたい皮 をやボ つてたねの上の硬い地面の上をやぶ つて地表 に出てきます。

地面に出た茎 の幼い芽 は上へ上へ とのびていきます。太 くなつていきます。

2)茎 か ら枝がでて くる

ところ どころに茎か ら枝がでてきます。茎か ら枝の出てきた ところをよくか

観察 しま しょう。 ぽつこ りとふ くれています。節です。茎が成長 して くるとこ

ろ どころに太い こぶがでてきます。節 です。 茎 の節 に部分か らか ら枝 がでて

くるのです。

茎か ら枝 が出て くるときに何でつながつてい るのだろ う。

実験 1 節 か らす じが出て茎 と枝 に通 つてい つてい る。

節 か ら出た枝 をていねいに指で取 つてみて くだ さい。取った枝 の先や節 の

ところに何かついていませんか。そ うです。細い毛のよ うな ものがでています

茎か ら枝 わかれ した細いす じなのです。 このす じの中に管があるのです。

4.茎 は どんな働 きをす るのか。

1)茎 の伸び方

わた しは絵 をか くために ヒマ フ リを作 つています。つ くつてい る とい うよ

り今 では前の年 に咲いた花 のたねが発芽 して 自然 に成長 し大 きくなつていま

す。今年は ものす ごく成育がよくて茎が 2メ ー トル以上 にもなって花 を とる

の大変で した。

ヒマ ワ リの茎 は背が高 く成長 して太 くなるのです。

/t_物 の幹や茎 はその本や草の 「葉」がよ りいつぱい太陽の光 を浴び、光 を吸

収す るために高 く高 くと成育す るのです。

また、葉や花 をいつぱいつ けるために茎が太 くなるのです。

2)茎 を解剖 しま しょう。

実験 1

草のかぶ をぬいてきて茎だけに します。

葉 を とります。  根 もとります。緑の細い棒 にな ります。

ア 茎 を白い紙 には さんで木槌でたたきます。

紙の茎 をは さんだ ところが水でぬれて しまつています。茎に水があるので

す。

イ 茎 をナイフでたてに輸切 りに します。

切 つただけで水がでてきます。切 つた ところをルーペで解剖顕微鏡でみます。

水がキラキラ と光って見えます。
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ウ 茎 をナイ アで縦 に割 ります、

茎 には水がいつぱいあるとい うことがわか ります。ナイ フに水がつきます。

切 つた ところをルーペか解剖顕微鏡 で観察 します。

水がき らき ら光 つています。

3)実 験 2 茎の申のす じ {管 )を水 が下か ら上にのぼつててい く。

葉のついた茎 を切 り花 に して食紅 を とか した水 に さしてお くと茎 の下

か ら上に と赤いす じがのぼつていきます。根か ら吸い上げた水 は茎 をのば

っていき葉 のすみずみまでいきわたるよ うになつてい るのです。

ア 上の中か ら吸い上げた肥料 な どの無機物が とけた水 を植物 の体全体 に送

る仕事 をしてい る。茎 には根か ら体全体 に、葉 に水が とお る道管があるので

す。 この茎 のなかの道管で植物は根か ら吸つた水分 を葉 まであげることがで

きるのです。

イ 水が体を支 える。

水 が植物のか らだにいつぱいはい ることにより植物のか らだがかた くな

り草や本がが地上に垂直にお 日様 に向かつて上に上に と成長 できるよ うに

なつてい るのです。

ウ 茎 は葉でつ くったでんぷんをブ ドウ糖 にか え水 に とけて草や本の茎や葉

や根 な ど体ぜんたいににい く通路になつています。

茎 には葉でつ くられた栄養分が とお るふ るい管があ ります。

質問 木や草は水や水 に溶 けた ものを どんな路 を通つてねか ら茎や葉ヘ

とはこばれていきますか。図に書いて説明 しま しょう。

4)茎 や幹は草や本 の体 をささえる。

我が畑 には ヒマ フ リの花 のの株や ヨモギ・ アカザな どの雑草の株がおい

しげっています。いまそれがかれてきてい るの どその処理 に大変です。

草は大きい太い幹 に葉 をいつぱいつ けて栄養 をつ くるのです。 また花 を

いっぱい咲かせてたね をつ くつて子孫 をのこすのです。

ヒマ フリは 30セ ンチ もの大きい花 を 5つ も 6つ もさかせ ます。

ヒマ ワリの茎はその花 を持 ちこた えるのです。

そ して実 をつ くるのです。実になるともつ と重 くな ります

ヒマ フリの茎の上で実が熟 したねができるのです。

そのたねが永澤 さんの畑 にお ちて一冬 こ して次の年に春 に芽 を出 して夏

に大 きい花がた くさん咲 くのです。

だか らヒマ ワリ丈夫な茎 をつ くり枝 もいつぱい芽 をだ しますのです。

アカザの茎 もす ごく太 く高 さももた高 く枝 もしげます。

5。 「つ る」や 「つた」 も  茎です。

くきがつ るやつたになる植物 に どんな ものがあるで しょう。

キュウリやカボチ ャです。

キュウリ

キュウリは竹 を組んでキュウリがぶ らさが りやすい よ うしてキュウリのつ る
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をか らませて育てています。成長期 には誘 引 といつて成長 しやすいよ うにひ

っぱって育てています。その組んだ竹ににキュウリがた くさんぶ らさがるの

です。おい しいキュウリがたべ られ るのです。

カボチ ャ

かぼちゃは好 き放題 に畑に伸びていっています。私 は雑草か くしにカボチャ

を育てています。カボチャはほん とうに畑一面に伸びていっています。また

塀や木な どにすがつてのびていきます。本 にカボチャの実 をな らせています。

わが畑 にはカボチャがの本の枝 に、塀 にぶ らさがつています。 1年生の道徳

の本にカボチ ャが道路 を横切 つて 自動車にひかれておおけがをす るとい う教

材 もあ りますがカボチ ャは 自分でかつてに伸び る方 向をきめてい るのです。

くずのはな し

葛 (く ず)と い う葉 っぱの大きい植物があ ります。夏になると、くき (つ る)

を伸 ば し、杉林 の杉 の木 の頭 の上にかぶ さつてい くのです。そ して杉 山の杉

全体 をこの葛 の葉が一 山の杉 を枯 らした とい  う話があ ります。葛 の大きい葉

が杉の葉の上をおおつて しまつて杉 の葉が太陽の光 をあび るこ とができな く

て杉がかれて しまつた とい うことです。

.地下茎

植物 には地下茎 を持つ ものがあ ります。地下にある茎 です。上の中にもぐつ

てい る茎です。 これがすば らしい成長をす るのです。

我が家の畑の雑草でいちばんや つかいなのは

スギナ とヤブガラシなのです。

地下茎は 自分ですみやすい ところに どん どん と伸びていきます。

地上にい る私 にはスギナややヤブガラシの地下茎 は どこをのびてい るか

わか りまん。

スギナやヤブガラシの地下茎 はは地下にいてその芽 が地上に出て くらししや

すい と思われ る ところに

芽 を出 して成長 していきます。

スギナ も節 か ら芽 を出 して地上がよ り安全 で くらしやすい と思われ る場

所 にのびていきます。

わが畑の大仕事はスギナやヤブガ ラシの地下茎 の除去です。

畑 をスコップで耕 しこれ らの地下茎 を とりさ り地下茎 の細かい くずまで

拾い上げて火 でやいて しま うのです。 いきてい ると地下茎 のちい さいか け

らか らも地下茎がのび芽 を出 し茎がのび 根 もだ して どん どん大 きく伸びて

い くのです。 スギナは地下に栄養塊 ももつています。

百姓 は雑 草 との戦いです
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